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映画のご案内 プーチンより愛を込めて
•カルロヴィ・ヴァリ国際映画祭 ベストドキュメンタリー賞2018





増加傾向は続いている
先週より増加している都
道府県は34





•連休明けに５
類に移行
•一般病院で
も診療可
•公費補助が
減額
•院内感染も
強い

•医療が追い
付いていない



•新型コロナが完全に解明
されていない

•医療機関の体力の差

• 専門医 隔離病棟など

•再拡大した時どうなる

•国と地方がどう連携する

•デジタル化が進んでいる
中でそれに対応するのが
大変である



一週間を振り返って
•4月21日 国連理事会 入管法改正案の見直し勧告
•4月22日 ｽｰﾀﾞﾝ 一時停戦、外国大使館員ら退避
•4月23日 26歳の市長誕生 最年少記録
•4月24日 福島原発事故 圧力容器に穴
•4月25日 ﾊﾞｲﾃﾞﾝ大統領 次期大統領選挙出馬表明
•4月26日 ｽｰﾀﾞﾝ 国立感染症研究所が占拠される
• 日本の民間企業の月着陸船が着陸失敗
•4月27日 周近平・ｾﾞﾚﾝｽｷｰ両氏電話会談
• 尹大統領訪米 北朝鮮問題を協議



人権を軽視する入国管理法
•入国管理法の
改正を行おうと
している国会

•国連が人権基
準を満たしてい
ないと指摘

•日本は難民申
請の受入が余
りに少ない

•どうなるのか？



入管法改正案とは
•２年前に国会で審議されたが廃案になったもの

•正式には「出入国管理及び難民認定法」

• 外国人の在留許可・資格

• 不法入国者への罰則

• 難民認定制度

•以上の３本の柱からなっている

•2021年3月 スリランカのウィシュマさんが名古屋の
入管施設で死亡した事件が問題となる



ウィシュマさんの事件
•2017年 日本語学校で日本語を学ぶために来日
•同居していたｽﾘﾗﾝｶ人男性のDVや仕送り中止で退学
•2020年8月 DVに耐え兼ねて交番に
•不法滞在として名古屋出入国在留管理局に収容
•施設内で体調不良を訴えるも十分な対応されず
•2021年3月 施設内で死亡 病死として処理
•人道的見地から保護対象
•DV等で旅券を所持しないときには再発行する

滞在資格喪失

国連人権委員会が問題視



今回の改正案では
•補完的保護 難民には該当しないものの在留許可
• 戦争避難民を受け入れるために必要な制度
•監理措置 入管が指定した監理人の元で生活
• 管理人の報告義務が負担として軽減
•難民申請3回目以降は送還可能
• 申請の濫用を防ぐため
•強制送還を妨害した場合懲役１年以下の罰則
• 退去強制の対象者は犯罪歴のある人
•大きな問題は裁判所がどこにも関与しない事









入管法のもう１つの狙い
•2030年問題を解決する方法を模索
•外国人労働者の導入を加速させる
•不評となっている技能実習制度を見直す
•特定技能制度とは一定の専門性を持つ即戦力の外
国人を受け入れる制度
•１号＞相当程度の知識または経験が求められる。在
留期間の上限は5年で、家族は帯同できない
•2号＞「熟練した技能」で家族の帯同OKで永住も可能
•国内意識の醸成と魅力のある仕事を提供できるのか

労働人口650万人不足



特定技能制度





•経済大国と言われた
日本
•2010年中国に抜かれ
て３位
•円安の影響でドイツ
との差が減少
•インドの成長が早い
ので早晩抜かれる
•日本の経済力は低
下する一方となる
•一人当たりでは30位
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•4月21日 国連理事会 入管法改正案の見直し勧告
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ｽｰﾀﾞﾝの外国人退避 •ラマダン明けの３
日間の休戦期間
を利用して国外退
避へ
•自衛隊もジブチで
待機
•多くの日本人陸路
をﾎﾟｰﾄｽｰﾀﾞﾝを目
指す
•ﾌﾗﾝｽやﾄﾙｺの避
難民の中にも日
本人



スーダン 邦人退避の自衛隊機ジブチへ到着



1200ｋｍ
800Km 800Kmは国連の車列と

一緒に移動
1200Kmは危険地域を避
けて移動0
共に30時間以上



海外での邦人救出には高い壁
•自衛隊の海外活動に制約

•武器の携帯も相手国の了解を得なければならない

•相手国の了解を得なければ行動できないが今回は
どちらに了解を得れば良かったのか

•今回現地で自衛隊員が活動したかは不明

•今回はｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝの救出遅れの反省が生かされた

•ﾎﾟｰﾄｽｰﾀﾞﾝの空港は満杯でC130は着陸できず



人道危機
•人口の１/３に人道

支援が必要

•子どもや妊産婦等

400万人が栄養失

調に陥る

•現在首都はｲﾝﾌﾗが破壊され食糧不足、病院閉鎖

•国民は将軍達の勢力争いなので早くやめろと言い始
めている



着地点はあるのか
•バシル政権後の民政化への途中での勢力争い

•今月民政化されるはずだった

•仲介できる国はあるのか？

•国軍を支援しているのはエジプト

•RSFを支援しているのはUAE ロシア

•新しいﾚｱﾒﾀﾙの産出国 ﾁｬﾄﾞや中央ｱﾌﾘｶへの通路

•どの国も利権を狙っているので難しい

•国民の反発が軍を押さえることができるか？
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26歳の市長誕生 最年少記録
•兵庫県芦屋市の市
長に無所属26歳の
男性が当選
•NPO法人理事長
•現職の女性市長を
破る
•４年前自民党推薦
候補を破って当選し
たがねじれ議会で
苦戦



史上最年少の市長誕生



19779票 5671票 4958票 11981票

投票率 今回 55.1% 前回 48.7%
10代 20代の人の70％が高島氏に投票
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福島原発事故 圧力容器に穴
•事故後12年経って廃
炉に向けて大きな
ハードル

•圧力容器の底に穴が
開いている可能性

•事故で溶けた核燃料
によって開いたか

•ｽﾃﾝﾚｽの溶融温度
は1400～1500℃



圧力容器に穴が



凍土壁

ドレイン

ALPS

貯水槽
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次期大統領選挙に出馬表明
•ﾊﾞｲﾃﾞﾝ大統領が次期
大統領選に出馬表明

•民主党対立候補が見
当たらない

•共和党側の動きを見
据える

•ビデオでの出馬表明
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ｽｰﾀﾞﾝ 国立公衆衛生研究所占拠
•この研究所にはコレラ・ポ
リオ・ハシカなどを保管

•技術者を追い出す

•軍事拠点化した

•安全性が脅かされる

•ﾊﾞｲｵﾊｻﾞｰﾄﾞの危険性

• ＞生物災害

•国軍かRSFか不明



ｽｰﾀﾞﾝ 病原菌保管の研究所占拠される
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日本の民間企業の月着陸船が着陸失敗

• ISPACEが月面着陸
を目指したHARUTO
が着陸失敗

•計測機器の不具合
で燃料切れ

•月面に衝突したと判
断

•今回のﾐｯｼｮﾝを生か
して次回へ希望



月面探査船着陸に失敗



月面まで80ｍを確認したのが最後





おもちゃメーカーの作ったSORA-Q
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ゼレンスキー大統領と習近平が電話会談



周近平・ｾﾞﾚﾝｽｷｰ両氏電話会談
•ロシア訪問後どうするか
が問われていた

•ｾﾞﾚﾝｽｷｰ側からの要請

•周氏からﾌﾟｰﾁﾝ氏に説得
して欲しいと依頼か

•中国のﾛｼｱ一辺倒の姿
勢に楔を打ちたかったか

•対話と交渉が唯一の平
和への手段だと表明



周近平はどう動くか？
•今回の電話会談の報道で「ロシア」を批判するような
内容はなかった

•核戦争に勝者はない

•主権と領土の一体性を尊重する

•先日の駐仏中国大使の発言を払拭したかったか

• 旧ソ連の国だったところは国際的に主権はない

•中国は今回の侵攻に無関係である

•周辺国に代表団を送る

特に目新しいことはない

具体的な内容が見えない



周近平のねらい
•世界平和に貢献する中国をアピール

• イランとサウジアラビアの国交回復の仲立ち

• ＞アメリカにはできない事

•西側諸国の分断をねらう

• ﾏｸﾛﾝ大統領の訪中でｳｸﾗｲﾅ侵攻解決で中心的
な役割をと言われる

•さらなる戦争拡大を止めたい

• 核兵器の使用はやめさせたい

西側の足並みが揃っていない



ゼレンスキー大統領はどう思う
•戦争を始めたのはロシアである

•停戦するなら2014年以前の状態に戻して軍隊を撤
退させる必要がある

• ＞周近平はこれに対しての発言はなかった

•ロシアへの武器の供与に圧力を加えたい

• ＞これは効果があったかも

•１回の電話会談では結果は出ない

•ロシア政府は中国の考えと我々は一致していると

ゼレンスキー大統領は不満
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尹大統領 国賓として招かれる



尹大統領の訪米



今回の首脳会談のポイント
•北朝鮮の度重なるミサイル発射と核開発をけん制

•拡大抑止の考えを示す ＞ワシントン宣言

• もし北朝鮮が韓国を攻撃したら全力で支援する

• 戦略原潜の寄港 ＞核攻撃したら核での報復

•1991年 南北基本合意書によって韓国に核兵器を
配備しないことを約束＞今回の宣言でも踏襲

•核兵器を作る勇気を無くすという圧力を加える

核の傘の中に入れる
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